
Ⅰ

今
か
ら
半
世
紀
前
、
私
が
中
学
生
の
こ
ろ
世
界
の
人
口
は
確
か
二
四
億
人
と
習
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
が
二
〇
一
二
年
に

は
つ
い
に
七
〇
億
人
に
達
し
た
。「
人
口
爆
発
」
と
も
い
え
る
人
口
成
長
は
ど
の
よ
う
に
実
現
し
た
の
か
、
誰
し
も
関
心
が
あ
る
。

さ
ら
に
二
一
世
紀
末
に
は
百
億
人
を
超
え
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
地
球
は
そ
れ
ほ
ど
の
人
口
を
養
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
高
い
人
口
密
度
は
人
口
移
動
を
促
し
人
種
間
の
緊
張
や
軋
轢
を
ま
す
こ
と
は
な
い
の
か
、
食
糧
を
め
ぐ
る
国
家
間
の
争
い
は
激

し
く
な
ら
な
い
の
か
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
覚
え
る
の
は
私
ひ
と
り
で
は
あ
る
ま
い
。

本
書
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
我
々
の
不
安
に
直
接
答
え
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
人
類
史
を
人
口
学
の
観
点
か
ら
叙
述
し
た
研

究
書
で
、
包
括
的
な
が
ら
水
準
の
高
い
作
品
で
あ
る
。
正
直
の
と
こ
ろ
、
本
書
を
読
む
ま
で
、
近
年
の
人
口
学
が
こ
れ
程
に
発
達
し

書
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て
い
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
今
で
は
出
生
率
、
死
亡
率
は
当
然
と
し
て
、
女
性
の
初
婚
年
齢
、
五
十
歳
時
の
未
婚
率
、
再

婚
率
、
さ
ら
に
初
子
出
産
年
齢
、
末
子
出
産
年
齢
ま
で
も
正
確
に
把
握
し
う
る
。
ま
た
女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数(T

FR
)

も
、出

生
時
平
均
余
命(eo)

も
算
出
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
期
的
な
人
口
予
測
も
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
。

さ
て
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
は
し
が
き
」
に
続
い
て
、

第
一
章

人
口
成
長
の
空
間
と
戦
略

第
二
章

人
口
成
長‥
選
択
と
制
約
の
間
で

第
三
章

土
地
・
労
働
・
人
口

第
四
章

秩
序
と
効
率
を
目
指
し
て‥

近
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
先
進
国
の
人
口
学

第
五
章

貧
困
国
の
人
口

第
六
章

将
来
展
望

各
章
は
七
な
い
し
八
の
項
目
か
ら
成
る
。
以
下
簡
潔
に
内
容
を
紹
介
し
、
私
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
い
。

Ⅱ

第
一
章
で
は
人
口
成
長
の
理
論
的
な
枠
組
み
が
説
明
さ
れ
る
。
生
物
学
で
い
う
動
物
の
生
存
戦
略
に
は
対
抗
的
な
二
つ
の
型
、

ｒ
型
と
Ｋ
型
が
あ
る
と
い
う
。
但
し
、
な
ぜ
「
ｒ
」
と
「
Ｋ
」
と
い
う
の
か
は
説
明
が
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ｒ
型
を
と
る
の

は
昆
虫
、
魚
、
小
哺
乳
類
で
、
不
安
定
な
環
境
に
住
ん
で
い
る
た
め
に
個
体
の
生
存
率
は
低
い
。
そ
の
た
め
再
生
産
を
多
産
で
行
う
。

こ
れ
に
対
し
Ｋ
型
戦
略
を
と
る
の
は
鳥
類
、
中
型
以
上
の
哺
乳
類
で
、
相
対
的
に
安
定
し
た
環
境
で
生
き
て
い
る
が
、
生
存
競
争
は

激
し
く
、
子
ど
も
の
養
育
に
か
な
り
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
（
１
）

す
る
。
人
類
は
も
ち
ろ
ん
Ｋ
型
戦
略
を
と
る
動
物
で
あ
る
。
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さ
て
ヒ
ト
の
人
口
成
長
は
、「
女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
ま
た
は
子
ど
も
数
」
と
、「
出
生
時
平
均
余
命
」
の
二
つ
の
関
数
で
あ

る
。
さ
ら
に
出
生
時
平
均
余
命
の
な
か
で
重
要
な
の
は
、
女
性
の
再
生
産
期
間
で
あ
る
。
以
下
本
書
で
は
、
結
婚
年
齢
（
早
婚
か
晩

婚
か
）、
出
生
頻
度
な
ど
人
口
成
長
に
関
わ
る
タ
ー
ム
が
理
論
的
に
説
明
さ
れ
る
。
面
白
い
の
は
、
人
口
成
長
に
関
す
る
限
り
男
性

は
二
の
次
で
、
重
要
な
の
は
専
ら
女
性
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
先
に
も
挙
げ
た
初
婚
年
齢
、
結
婚
率
や
再
婚
率
、
初
子
出
産
年
齢
、
末

子
出
産
年
齢
、
そ
の
再
生
産
期
間
、
一
人
当
た
り
の
出
生
数
、
そ
し
て
出
生
時
平
均
余
命
な
ど
は
す
べ
て
女
性
の
そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、「
出
生
時
平
均
余
命
の
水
準
の
違
い
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
三
つ
の
女
性
人
口
集
団
の
生
命
曲
線
」

図
一
‐
六
で
あ
る
。
三
つ
の
人
口
集
団
と
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
日
本
女
性
（
出
生
時
平
均
余
命
八
三
歳
）、
一
九
二
一
年
イ
タ
リ
ア
女
性

（
同
五
〇
・
八
歳
）、
イ
タ
リ
ア
北
部
の
ガ
リ
ア
・
キ
サ
ル
ビ
ア
女
性
（
同
二
〇
・
七
歳
、
但
し
年
代
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。）
で
あ
る
。著

者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
集
団
の
再
生
産
期
間
は
、
日
本
が
三
四
年
強
、
イ
タ
リ
ア
が
二
五
年
弱
、
ガ
リ
ア
地
方
が
一
〇
年

強
と
い
う
。
標
準
的
な
再
生
産
期
間
は
理
論
上
は
、
一
五
歳
か
ら
五
〇
歳
の
三
五
年
間
ら
し
い
の
で
、
右
に
見
た
三
つ
の
人
口
集
団

の
再
生
産
力
の
違
い
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
と
は
い
え
、
図
一
‐
六
の
註
は
難
解
で
何
度
読
ん
で
も
、
理
解
で
き
な
か
（
２
）

っ
た
。

（
１
）
と
こ
ろ
が
矛
盾
し
た
記
述
が
あ
り
読
者
を
混
乱
さ
せ
る
。「
Ｋ
型
戦
略
の
大
型
動
物
は
（
中
略
）
生
存
の
確
率
も
高
い
の
で
、
種
の
永

続
の
た
め
再
生
産
を
高
水
準
に
保
つ
必
要
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
保
護
と
保
育
に
多
く
の
時
間
を
振
り
向
け
な
く
と
も
、
子
孫

が
脆
弱
さ
に
悩
ま
さ
れ
」
な
い
と
述
べ
る
。（
三
頁
）
こ
れ
は
前
述
の
内
容
と
異
な
る
。
大
型
動
物
は
前
述
の
よ
う
に
、
子
ど
も
養
育
に

か
な
り
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
例
え
ば
象
や
鷲
鷹
類
の
子
ど
も
養
育
を
想
起
す
れ
ば
容
易
に
頷
け
る
。

（
２
）
註
記
に
あ
る
「
三
つ
の
世
代
」
と
は
何
か
、
こ
れ
は
「
三
つ
の
人
口
集
団
」
で
は
な
い
の
か
。
さ
ら
に
こ
の
図
を
説
明
し
て
い
る
本
文

の
次
の
表
現
も
ま
た
理
解
困
難
で
あ
る
。「
曲
線
の
形
状
は
下
へ
凹
と
な
る
」
の
は
分
る
が
、「
曲
線
は
上
へ
凹
と
な
る
」
と
は
ど
ん
な
形

状
だ
ろ
う
か
。「
曲
線
は
凸
状
に
な
る
」
の
誤
り
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
章
の
後
半
で
は
、
こ
の
数
世
紀
の
人
口
成
長
が
概
観
さ
れ
る
。
近
代
以
前
に
は
概
し
て
出
生
時
平
均
余
命
は
短
く
、
女
性
一

人
当
た
り
の
出
生
数T

FR

は
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
人
口
の
「
環
境
制
約
」
が
そ
の
成
長
を
抑
制
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
有
名
な
人
口
学
者
カ
ル
ロ
・
チ
ポ
ラ
の
研
究
を
土
台
に
、
著
者
の
経
済
史
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
分
か
り
易
い
。
近
代
に

本
格
的
な
人
口
成
長
が
始
ま
る
の
は
、
こ
の
環
境
制
約
を
打
破
す
る
産
業
革
命
が
起
こ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代

わ
っ
て
石
炭
利
用
の
蒸
気
力
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
で
障
碍
が
取
り
除
か
れ
た
の
で
あ
る
。
産
業
革
命
ま
で
世
界
の
人
口
は
七
億
五
千

万
人
だ
っ
た
が
、
続
く
二
世
紀
の
間
に
人
口
は
十
倍
近
く
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
人
口
史
は
続
く
第
二
章
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

第
二
章
は
「
人
口
成
長‥
選
択
と
制
約
の
間
で
」
と
題
さ
れ
て
、
ヒ
ト
が
環
境
に
制
約
さ
れ
な
が
ら
も
し
ぶ
と
く
適
応
し
て
生
き

延
び
て
き
た
さ
ま
が
描
か
れ
て
、
私
の
よ
う
な
経
済
史
家
に
は
興
味
深
い
。
ま
ず
新
石
器
時
代
に
人
類
は
狩
猟
生
活
か
ら
農
耕
生
活

に
転
換
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
人
口
転
換
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
二
つ
の
対
立
す
る
学
説
が
あ
る
ら
し
い
。

古
典
的
な
考
え
は
農
業
や
牧
畜
に
よ
り
栄
養
改
善
が
す
す
み
死
亡
率
が
低
下
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
人
口
が
増
加
し
た
と
い
う
も
の

で
、
我
々
に
も
馴
染
み
の
学
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
異
論
を
唱
え
る
学
説
は
、
農
耕
生
活
に
よ
る
定
住
は
病
原
体
に
も
好
都
合
の
条
件

を
つ
く
り
だ
し
、
感
染
症
の
危
険
を
増
大
し
、
狩
猟
民
よ
り
も
死
亡
率
は
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

も
一
理
あ
る
が
、
著
者
は
、
高
密
度
の
集
住
で
感
染
症
の
頻
度
や
伝
染
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
複
雑
で
あ
り
単
純
化
は
許
さ
れ
な

い
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
古
典
学
説
を
支
持
し
て
い
る
。

次
い
で
、
中
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
成
長
に
打
撃
を
与
え
た
疫
病
ペ
ス
ト
が
考
察
さ
れ
る
。
ペ
ス
ト
は
、
周
知
の
よ
う
に
一

三
四
〇
年
代
に
中
近
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
波
及
し
、
以
後
も
断
続
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
撃
し
た
。
一
四
世
紀
だ
け
で
五
度
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の
大
流
行
を
数
え
、
住
民
の
三
分
の
一
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
そ
の
病
因
は
こ
の
流
行
か
ら
五
百
年
も
あ
と
の
一
八
九
四
年
に
、
フ
ラ

ン
ス
人
イ
ェ
ル
サ
ン
と
日
本
人
北
里
柴
三
郎
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ペ
ス
ト
菌
で
あ
る
。
こ
れ
が
宿
主
で
あ
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
体
内

に
潜
み
、
そ
の
血
液
を
吸
っ
た
蚤
に
よ
っ
て
ヒ
ト
に
感
染
が
広
が
る
。
主
に
鼠
蹊
部
リ
ン
パ
腺
の
中
で
増
殖
し
、
そ
の
部
分
が
赤
黒

く
な
る
こ
と
か
ら
「
黒
死
病
」
と
呼
ば
（
３
）

れ
た
。

ペ
ス
ト
は
一
七
世
紀
に
入
っ
て
も
何
度
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
が
、
最
後
の
大
流
行
は
一
六
六
三
‐
七
〇
年
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
、
北
フ
ラ
ン
ス
、
低
地
諸
邦
そ
し
て
ラ
イ
ン
川
流
域
に
及
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
が
ロ
ン
ド
ン
の
ペ
ス
ト
を

記
述
し
た
の
は
こ
の
時
の
ペ
ス
ト
禍
で
あ
る
。
こ
の
疫
病
は
、
都
市
と
農
村
、
年
齢
、
性
、
職
業
、
貴
賤
の
別
な
く
ヒ
ト
を
襲
い
、

通
常
の
死
亡
率
の
三
な
い
し
七
倍
に
及
ぶ
猛
威
を
振
る
っ
た
。
ト
ス
カ
ナ
の
死
亡
率
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

ペ
ス
ト
は
農
奴
制
に
も
動
揺
を
与
え
た
の
だ
が
、
著
者
は
経
済
史
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
部
分
は
弱
い
。
補
足
的
に
説

明
を
加
え
る
と
、
農
業
労
働
力
の
不
足
に
よ
り
、
西
欧
で
は
賦
役
が
困
難
に
な
り
、
領
主
直
営
地
の
貸
し
出
し
や
地
代
の
金
納
化
が

す
す
ん
だ
。
他
方
で
雇
用
労
働
者
の
賃
銀
も
上
昇
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ザ
ス
地
方
で
は
、
農
民
の
多
く
が
犠
牲
と
な
っ
た
の
で

農
村
は
荒
廃
し
、
村
落
が
消
滅
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
穀
物
は
過
剰
気
味
と
な
り
食
糧
価
格
が
低
下
し
た
と

（
４
）

い
う
。（

３
）
そ
れ
故
こ
の
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
ペ
ス
ト
は
正
し
く
は
「
腺
ペ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
部
分
の
本
文
の
記
述
に
は

疑
問
が
残
る
。
そ
の
宿
主
を
本
書
は
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
、
イ
エ
ネ
ズ
ミ
な
ど
と
多
様
に
記
す
が
、
ペ
ス
ト
史
の
研
究
書
で

は
「
ク
マ
ネ
ズ
ミ
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
著
者
は
「
人
手
不
足
に
よ
っ
て
賃
銀
は
上
昇
し
、
利
用
可
能
な
土
地
が
増
え
た
の
で
食
糧
価
格
は
低
下
し
た
」（
五
二
頁
）
と
い
う
。
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人
口
学
に
話
を
戻
せ
ば
、
ペ
ス
ト
禍
は
結
婚
の
頻
度
を
低
下
さ
せ
、
晩
婚
化
を
す
す
め
、
結
果
と
し
て
出
生
を
減
少
さ
せ
た
。
短

期
的
に
は
人
口
が
回
復
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
総
じ
て
云
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ペ
ス
ト
以
前
の
人
口
に
戻
る
に
は
凡
そ
二
百

年
も
要
し
た
と
い
う
。

近
世
の
環
大
西
洋
一
帯
で
も
人
口
学
的
大
事
象
が
起
き
た
。
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
る
「
新
大
陸
」
の
征
服
と
経
営
、
そ
れ
に
随
伴
し

た
ア
フ
リ
カ
奴
隷
貿
易
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
上
陸
し
た
一
四
九
二
年
の
イ
ス
パ
ニ
ョ
ラ
島
の
人
口
は
、
最
近
の
推
計
に
よ
れ
ば

二
〇
な
い
し
三
〇
万
人
程
度
で
あ
り
、
数
百
の
部
落
に
分
か
れ
て
生
活
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が
一
五
一
八－

一
九
年
の
天
然
痘

の
流
行
後
に
は
僅
か
数
千
人
に
減
り
、
そ
の
後
先
住
民
は
事
実
上
消
滅
し
た
と
い
う
。
大
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
を
征
服
し
た
ス
ペ
イ
ン

人
は
、
黄
金
慾
に
駆
ら
れ
て
先
住
民
を
酷
使
・
虐
待
し
、
昔
か
ら
の
か
れ
ら
の
共
同
体
を
破
壊
し
た
の
で
、
先
住
民
は
生
存
危
機
に

曝
さ
れ
た
。
高
い
死
亡
率
と
低
い
出
生
率
が
同
時
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

事
態
は
大
陸
部
の
中
央
メ
キ
シ
コ
で
も
、
ア
マ
ゾ
ン
一
帯
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
で
は
一
五
三
二
年
に
一
七
〇
〇
万
人

を
数
え
た
先
住
民
は
、
百
年
足
ら
ず
の
間
に
百
万
に
ま
で
減
り
、
ア
マ
ゾ
ン
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
接
触
前
に
数
百
万
人
を
数
え

た
先
住
民
が
、
二
〇
世
紀
初
め
に
は
僅
か
に
十
万
人
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

人
口
激
減
の
主
因
は
「
征
服
者
」
た
ち
が
持
ち
込
ん
だ
様
々
な
病
気
と
、
先
住
民
を
強
制
労
働
に
駆
り
立
て
た
エ
ン
コ
ミ
エ
ン
ダ

制
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
天
然
痘
、
麻
疹
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
結
核
な
ど
の
疫
病
が
猖
獗
を
極
め
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
先

住
民
が
こ
れ
ら
の
疫
病
に
ま
っ
た
く
免
疫
力
を
も
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
病
原
体
と
宿
主
ヒ
ト
と
の
間
に
生
ま
れ

る
毒
性
を
弱
め
る
複
雑
な
過
程
が
、
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
で
初
め
て
知
っ
た
の
だ
が
、
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
の
あ
る
種
族
は
絶
滅
の
運
命
か
ら
免
れ
た
と
い
う
。
こ
の
地
に
伝
道
に
入
っ
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た
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
が
、
奴
隷
狩
り
や
入
職
者
に
よ
る
搾
取
か
ら
か
れ
ら
を
守
る
一
方
、
従
来
の
半
遊
牧
生
活
と
無
秩
序
な
性
慣

習
を
止
め
さ
せ
、
一
夫
一
婦
制
と
思
春
期
に
お
け
る
結
婚
を
奨
励
し
た
お
蔭
で
出
生
力
が
何
と
か
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
稀
有
な
例
外
で
あ
り
、
カ
リ
ブ
海
域
と
中
南
米
は
生
存
の
危
機
に
曝
さ
れ
、
大
方
は
や
が
て
絶
滅
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
空
隙
を
埋
め
る
事
業
も
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白
人
が
取
り
組
ん
だ
。
主
に
西
ア
フ
リ
カ
一
帯
か
ら
「
新
大
陸
」
へ
の
奴
隷
貿

易
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
年
か
ら
一
八
七
〇
年
ま
で
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
一
帯
に
渡
っ
た
奴
隷
は
、
凡
そ
九
五
〇
万
人
に
達
し
た
。
但

し
こ
れ
は
生
き
た
奴
隷
で
あ
り
、
奴
隷
船
で
運
ば
れ
る
途
次
命
を
落
と
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

奴
隷
貿
易
が
出
身
地
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
は
、
今
後
の
研
究
に
待
つ
ほ
か
な
い
と
し
て
、
本
書
で
は
言
及

さ
れ
な
い
。
だ
が
、
奴
隷
の
多
く
が
屈
強
な
青
壮
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
人
口
成
長
に
抑
制
的
な
効
果
を
も
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
一
五
〇
〇－
一
八
〇
〇
年
間
の
南
北
両
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
入
奴
隷
数
と
、
一
八
〇
〇
年
時
点
に
お
け
る
ア
フ

リ
カ
起
源
の
人
口
数
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
比
較
し
て
い
る
。（
表
二
‐
二
）

そ
の
比
が
一
で
あ
れ
ば
単
純
再
生
産
で
あ
り
、
一
未
満
で
あ

れ
ば
人
口
ス
ト
ッ
ク
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
カ
リ
ブ
海
域
諸
島
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
以
下
で
あ
り
、

確
か
に
賃
銀
の
上
昇
は
多
く
の
所
で
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
食
糧
価
格
の
低
下
は
一
概
に
は
云
え
な
い
よ
う
だ
。
理
論
的
に
も
食
糧
生
産

と
価
格
に
関
し
て
は
、
農
業
労
働
力
の
減
少
と
需
要
者
で
あ
る
都
市
人
口
の
減
少
の
相
関
に
因
る
。
農
業
労
働
力
の
減
少
が
都
市
人
口
の

減
少
よ
り
も
大
き
け
れ
ば
、
食
糧
供
給
が
減
り
価
格
は
上
昇
す
る
し
、
そ
の
逆
な
ら
食
糧
価
格
は
下
落
す
る
。
当
時
は
農
業
人
口
の
方
が

都
市
人
口
よ
り
も
大
き
く
、
ペ
ス
ト
禍
に
よ
る
目
減
り
も
絶
対
的
に
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
食
糧
供
給
が
減
り
価
格
は
上
昇
し

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
パ
リ
で
は
最
初
の
ペ
ス
ト
禍
の
あ
と
小
麦
価
格
は
九
倍
に
も
騰
貴
し
た
、
と
こ
ろ
が
ペ

ス
ト
被
害
の
甚
大
な
ア
ル
ザ
ス
地
方
で
は
逆
に
ラ
イ
麦
価
格
は
半
減
し
、
パ
ン
価
格
も
下
が
っ
た
と
い
う
。（
蔵
持
不
三
也
『
ペ
ス
ト
の

文
化
誌
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
文
化
と
疫
病
―
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
三
頁
。）
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中
南
米
大
陸
ス
ペ
イ
ン
領
と
合
衆
国
は
一
以
上
で
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
域
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
単
純
再
生
産
す
ら
達
成
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
判
る
。
そ
の
理
由
は
、
砂
糖
キ
ビ
・
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
苛
酷
な
奴
隷
労
働
と
悲
惨
な
日
常
生
活
に
あ
る
。
先
に

見
た
先
住
民
の
そ
れ
と
変
わ
り
が
な
い
。

人
口
再
生
産
の
観
点
か
ら
云
う
な
ら
、
こ
の
二
つ
の
地
域
で
は
奴
隷
同
士
の
結
婚
が
基
本
的
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
一

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
奴
隷
は
使
い
捨
て
に
さ
れ
、
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
な
か
っ
た
。「
奴
隷
の
再
生
産
」（
な
ん
と
い
う

酷
薄
な
表
現
だ
ろ
う
か
）
よ
り
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
ら
は
安
価
な
購
入
奴
隷
で
補
填
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
合
衆
国
南
部
で
は
奴
隷
同

士
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
い
わ
ゆ
る
「
出
生
奴
隷
」
が
、
早
す
ぎ
る
奴
隷
の
死
亡
を
補
填
し
人
口
増
加
を
つ
く
り
だ

し
た
の
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
フ
ラ
ン
ス
系
移
民
は
「
成
功
例
」
と
し
て
語
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
初
期
の
選
抜
効
果
が
作

用
し
た
た
め
だ
と
い
う
。
条
件
の
良
く
な
い
土
地
へ
、
長
時
間
の
楽
で
は
な
い
旅
を
す
る
人
々
は
、
身
体
頑
健
で
勇
気
と
進
取
の
気

性
に
富
ん
だ
人
間
で
あ
っ
た
。
適
応
で
き
な
い
も
の
は
旅
の
途
中
で
も
ふ
る
い
落
と
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。
移
民
た
ち
は
社
会
的

凝
集
力
に
富
み
、
環
境
上
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
女
性
の
結
婚
性
向
は
高
く
再
婚
も
頻
繁
に
な
さ
れ
た
。
そ
の
自
然
出
生
力
は
高
く
、

死
亡
率
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
。
他
方
、
カ
ナ
ダ
先
住
民
は
大
き
く
人
口
を
減
じ
た
。
両
者
の
差
は
、
著
者
に
従
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
の
差
、
技
術
力
の
差
に
因
る
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
系
移
民
は
馬
・
牛
・
羊
な
ど
の
大
型
家
畜
を
飼
育
し
、
帆
船
操
作
、
鉄

製
道
具
、
こ
と
に
馬
車
の
鉄
輪
、
火
薬
の
知
識
を
習
得
し
て
い
た
。

本
章
の
後
半
で
は
、
二
つ
の
島
国
、
日
本
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
史
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
人
口
と
資
源
利
用
の

関
係
が
対
照
的
と
い
う
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
最
も
貧
し
い
国
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
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九
世
紀
半
ば
に
か
け
て
人
口
が
四
倍
に
も
急
成
長
し
た
。
そ
の
決
定
的
要
因
が
、
新
作
物
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
導
入
で
あ
っ
た
こ
と
は
良

く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
末
に
は
開
墾
と
牧
草
地
の
転
換
に
よ
り
耕
作
地
が
拡
大
し
、
そ
こ
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
植
え
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
荒
蕪
地
に
も
強
く
、
か
つ
多
収
量
で
あ
り
、
し
か
も
栄
養
価
も
高
か
っ
た
の
で
瞬
く
間
に
こ
の
国
に

普
及
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
こ
れ
を
主
食
と
し
て
鱈
腹
食
べ
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
ー
サ
・
ヤ
ン
グ
に
よ
れ
ば
一
日
八
ポ
ン
ド

（
約
四
キ
ロ
）、
別
の
観
察
者
は
一
〇
な
い
し
一
二
ポ
ン
ド
も
食
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
か
く
し
て
か
れ
ら
の
結
婚
年
齢
は
早
く

な
り
、
自
然
出
生
力
は
高
ま
り
、
人
口
規
模
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
八
四
〇
年
代
半
ば
に
事
態
は
暗
転
し
た
。
胴
枯
病
に
よ
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
全
く
収
穫
で
き
な
い
事
態
が
発
生
し
た
。

チ
フ
ス
な
ど
熱
病
が
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
大
飢
饉
が
発
生
し
一
一
〇
万
な
い
し
一
五
〇
万
人
の
死
者
が
出
た
の
で
あ
る
。

生
き
残
っ
た
者
も
多
く
は
故
国
を
離
れ
新
大
陸
に
移
住
し
た
。
そ
の
後
本
国
で
は
新
た
な
体
制
が
つ
く
ら
れ
、
初
婚
年
齢
は
再
び
遅

く
な
り
、
結
婚
性
向
も
減
退
し
て
人
口
増
加
が
抑
制
さ
れ
た
と
い
う
。
人
口
成
長
の
観
点
か
ら
は
、
著
者
の
言
を
俟
つ
ま
で
も
な

く
、
あ
る
特
定
の
食
品
に
全
面
依
存
す
る
危
う
さ
が
教
訓
と
し
て
引
き
出
さ
れ
よ
う
。

さ
て
近
世
日
本
の
人
口
成
長
は
、
訳
者
の
速
水
融
氏
や
斎
藤
修
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
初
頭
凡
そ

千
万
人
だ
っ
た
我
が
国
の
人
口
は
、
一
七
二
〇
年
代
に
は
三
千
万
人
に
も
増
加
し
た
と
い
う
。
こ
れ
程
の
人
口
成
長
が
あ
っ
た
と
は

驚
き
だ
が
、
そ
の
要
因
は
一
言
で
い
え
ば
、
商
品
経
済
へ
の
転
換
だ
っ
た
ら
し
い
。
農
業
技
術
は
粗
放
的
な
水
準
か
ら
集
約
的
に
な

り
、
新
田
開
発
な
ど
で
耕
地
面
積
が
倍
増
し
、
こ
れ
に
伴
い
大
家
族
集
団
は
分
解
し
て
独
立
家
族
が
多
数
生
ま
れ
た
。
下
人
な
ど
の

隷
属
民
も
小
作
農
な
ど
に
上
昇
し
、
結
婚
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
て
急
激
な
人
口
成
長
が
達
成
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
明
治
維
新
前
ま
で
人
口
成
長
は
緩
慢
に
推
移
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
が
、
著
者
は
堕
胎
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と
間
引
き
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
農
業
が
集
約
的
に
な
る
に
つ
れ
て
女
性
労
働
が
苛
酷
に
な
り
、
出
生
力
や

乳
児
・
妊
婦
の
死
亡
率
に
悪
い
影
響
を
与
え
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

右
の
説
明
を
読
ん
で
少
し
違
和
感
を
覚
え
た
。前
段
の
要
因
は
人
口
と
資
源
利
用
と
の
関
係
だ
が
、後
段
は
ヒ
ト
の
対
応
で
あ
り
、

一
貫
し
た
論
理
の
運
び
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
著
者
の
論
理
の
枠
組
み
に
従
え
ば
、
江
戸
時
代
後
半
に
人
口
成
長
が

緩
や
か
で
あ
っ
た
の
は
、
農
業
生
産
力
が
あ
る
限
界
に
達
し
て
い
た
と
か
、
商
工
業
の
発
展
が
ギ
ル
ド
的
規
制
や
鎖
国
体
制
に
よ
り

足
枷
が
は
め
ら
れ
て
、
結
果
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
技
術
利
用
が
頭
打
ち
に
な
っ
た
と
か
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
の
章
の
末
尾
で
は
近
代
初
頭
に
お
け
る
人
口
増
加
を
中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。
こ
こ
で
私
の
興
味
を
惹

い
た
の
は
、
中
国
で
は
間
引
き
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
の
大
半
が
女
児
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
結
婚

市
場
に
お
け
る
男
女
比
の
歪
み
を
も
た
ら
し
、
女
性
は
結
婚
、
複
数
婚
、
再
婚
で
き
て
も
、
男
性
は
生
涯
未
婚
の
も
の
も
相
当
数
い

た
と
い
う
。
さ
ら
に
養
子
制
度
も
活
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
複
雑
な
家
族
制
度
と
独
特
の
人
口
行
動
が
、
中
国
人
の
環
境
適
応
の
型

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
近
世
中
国
で
は
な
ぜ
女
児
だ
け
が
間
引
き
の
対
象
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
段
に
も
出
て
く
る
よ

う
に
家
の
継
承
を
重
視
し
た
の
か
。
こ
の
辺
り
の
説
明
が
欲
し
い
。

近
代
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
人
口
成
長
を
経
験
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
通
常
「
人
口
転
換
」
と
呼
称
さ
れ
る
出
来
事
で
あ
り
、
第

四
章
の
内
容
と
重
複
す
る
の
で
後
述
す
る
。

Ⅲ

第
三
章
「
土
地
・
労
働
・
人
口
」
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
サ
ス
人
口
論
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
マ
ル
サ
ス
は
、
幾
何
級
数
的
に
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増
加
す
る
人
口
と
、
算
術
級
的
に
し
か
増
加
し
な
い
食
料
資
源
と
は
両
立
し
な
い
、
人
口
は
食
料
資
源
に
よ
り
制
約
を
受
け
る
か

ら
、
飢
饉
、
疫
病
、
戦
争
や
、
ヒ
ト
の
道
徳
的
制
限
に
よ
っ
て
そ
の
均
衡
を
保
つ
ほ
か
な
い
、
と
説
い
た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は

収
穫
逓
減
の
法
則
で
あ
る
。
著
者
は
マ
ル
サ
ス
原
理
を
歴
史
の
中
で
検
証
し
て
い
る
が
、
結
論
を
云
え
ば
、
こ
の
原
理
は
土
地
の
利

用
が
制
約
さ
れ
て
い
る
農
業
経
営
や
、
所
得
の
多
く
を
食
料
に
費
や
す
後
発
国
に
よ
く
当
て
は
ま
る
と
い
う
。

近
世
シ
エ
ナ
に
お
け
る
死
亡
数
と
穀
物
価
格
の
関
係
や
、
ペ
ス
ト
禍
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
な
ど
が
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
一
六
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。（
図
三
‐
四
及
び
図
三
‐
五
）。
一
七
世
紀
初

め
、
出
生
時
平
均
余
命
が
伸
び
、
出
生
率
も
高
い
状
態
の
も
と
で
、
や
が
て
賃
銀
は
大
き
く
低
下
す
る
。
そ
れ
を
回
復
す
べ
く
出
生

率＝

女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
を
減
ら
す
と
、
や
や
遅
れ
て
賃
銀
は
回
復
す
る
。
十
八
世
紀
後
半
に
な
り
、
女
性
一
人
当
た
り
の

出
生
数
が
顕
著
に
増
大
す
る
と
、
賃
銀
は
目
立
っ
て
低
下
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
人
口
と
実
質
賃
銀
が
反
比
例
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
著
者
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
が
、
出
生
時
平
均
余
命
と
女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
に
は
相
関
は
あ
る
の
か
。

図
に
よ
れ
ば
、
一
六
世
紀
後
半
の
半
世
紀
、
女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
は
一
定
な
の
に
、
平
均
余
命
は
伸
び
て
い
る
、
続
く
半
世

紀
に
は
両
者
と
も
低
下
し
て
い
る
、
一
七
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
初
め
ま
で
、
出
生
数
は
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
が
、
平
均
余

命
は
激
し
い
上
下
動
を
繰
り
返
す
。
つ
ま
り
、
両
者
の
間
に
は
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
は
、

ヒ
ト
の
意
思
が
働
く
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
―
マ
ル
サ
ス
の
「
悲
惨
な
制
限
」
―
、
平
均
余
命
の
長
短
は
ヒ
ト
の
意
思
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
、
と
云
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
マ
ル
サ
ス
原
理
が
良
く
あ
て
は
ま
る
事
例
に
は
、
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
の

フ
ラ
ン
ス
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
に
つ
い
て
の
研
究
も
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る
。
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マ
ル
サ
ス
の
学
説
に
反
対
し
、
人
口
増
加
は
経
済
社
会
の
発
展
に
資
す
る
と
の
学
説
も
、
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
本
書
で
は

そ
の
代
表
と
し
て
エ
ス
テ
ル
・
ボ
ー
ス
ル
プ
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
。
人
口
圧
力
が
食
糧
需
要
を
刺
戟
し
、
よ
り
集
約
的
な
農
業
技

術
の
開
発
と
使
用
を
促
す
と
い
う
も
の
で
、
人
口
増
加
を
経
済
変
容
の
一
つ
の
駆
動
力
と
見
な
す
考
え
で
あ
る
。

ボ
ー
ス
ル
プ
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
普
及
し
た
二
圃
制
や
三
圃
制
が
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
い
う
。
ペ
ス
ト
流
行
前
の

人
口
増
加
が
、
こ
の
耕
作
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
促
し
た
。
焼
畑
耕
作
シ
ス
テ
ム
は
長
期
の
休
閑
が
必
要
だ
っ
た
が
、
人
口
圧
力
は

よ
り
短
期
的
で
集
約
的
な
耕
作
シ
ス
テ
ム
を
求
め
る
。
そ
れ
は
施
肥
、
草
取
り
、
犂
に
よ
る
耕
耘
、
大
型
家
畜
の
飼
育
な
ど
に
、
多

量
の
労
働
力
を
要
す
る
。
だ
が
、
労
働
力
供
給
は
人
口
増
加
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
性
は
、

長
期
休
閑
シ
ス
テ
ム
の
と
き
よ
り
も
小
さ
く
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
傍
証
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
低
地
諸
邦
は
人
口
稠
密
で
あ
っ

た
の
で
、
三
圃
制
よ
り
も
一
層
集
約
的
な
「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
た
と
（
５
）

い
う
。
こ
の
説
も
捨
て
難
い
魅
力
を
持

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
空
間
・
土
地
・
発
展
」
と
い
う
小
見
出
し
で
、
新
石
器
時
代
に
お
け
る
ヒ
ト
の
移
動
と
適
応
、
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
開
墾
、
植
民
、
移
民
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
が
割
愛
す
る
。
と
こ
ろ
で
著
者
は
マ
ル
サ
ス
原
理
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。
明

示
的
で
は
な
い
が
、
長
期
の
人
口
波
動
に
は
今
で
も
説
得
力
を
失
っ
て
は
い
な
い
と
見
て
い
る
よ
う
だ
。

第
四
章
は
、「
秩
序
と
効
率
を
め
ざ
し
て‥

近
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
先
進
国
の
人
口
学
」
と
題
さ
れ
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
「
人
口
転
換
」
が
描
か
れ
る
。
今
日
で
は
人
口
に
膾
炙
し
た
「
人
口
転
換
」
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
起
き
た
人
口
学
上
の
大
変
化
を
指
す
。
人
口
規
模
は
四
倍
に
な
り
、
平
均
寿
命
は
二
五
〜
三
五
歳
か
ら
八
〇
歳
に
上
昇
し
、
女
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性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
は
平
均
五
人
か
ら
二
人
以
下
に
減
少
し
、
出
生
率
と
死
亡
率
は
と
も
に
三
〇
〜
四
〇
‰
か
ら
十
‰
程
度
に

低
下
し
た
の
で
あ
る
。

人
口
転
換
は
幾
つ
か
の
局
面
が
あ
る
が
、
詳
細
は
省
か
ざ
る
を
得
な
い
。
著
者
は
、
転
換
開
始
と
終
了
の
時
点
で
の
人
口
規
模
の

比
を
「
転
換
乗
数
」
と
呼
ん
で
、
各
国
比
較
を
し
て
い
る
。（
表
四
‐
一
）

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
十
八
世
紀
末
に
転
換
が
始
ま
り
、

一
九
七
〇
年
に
終
了
す
る
が
、
そ
の
乗
数
は
一
・
六
二
と
、
比
較
的
緩
や
か
な
成
長
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
転
換
に
フ
ラ
ン
ス
と
同

じ
位
の
一
五
〇
年
を
要
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
人
口
規
模
が
三
・
八
三
に
も
達
（
６
）

し
た
。
転
換
期
間
が
上
記
二
国
の
半
分
程
度
だ
っ

た
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ソ
連
は
、
こ
の
間
人
口
が
倍
増
し
た
。

さ
て
人
口
転
換
の
原
因
だ
が
、
著
者
は
ま
ず
一
般
的
な
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
ペ
ス
ト
に
代
表
さ
れ
る
伝
染
病
の
頻
度
低
下
、
よ

（
５
）
著
者
の
説
明
に
「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
表
記
は
な
い
が
、「
短
期
休
閑
と
根
菜
利
用
の
よ
う
な
改
良
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
農
耕
シ
ス
テ
ム
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
。
そ
れ
は
三
圃
制
の
弱
点
で
あ
る
休
閑
地
に
、
栄
養
価
の
高
い
牧
草
ま
た
は
蕪
な
ど
の
根

菜
類
を
栽
培
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ド
ル
で
開
発
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
農
業
家
に
認

め
ら
れ
て
広
く
普
及
し
た
。
こ
の
耕
作
シ
ス
テ
ム
は
、
小
麦
―
蕪
な
ど
根
菜
類
―
大
麦
・
ラ
イ
麦
―
牧
草
と
い
う
具
合
に
、
順
次
輪
作
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
要
諦
は
豊
富
な
飼
料
用
作
物
の
栽
培
に
あ
る
。
蕪
や
牧
草
は
大
型
家
畜
の
越
冬
飼
育
を
可
能
と
し
た
が
、
こ

れ
が
波
及
的
効
果
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ゲ
ル
マ
ン
犂
な
ど
大
型
重
量
有
輪
犂
の
耕
耘
力
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
、
厩
肥

・
堆
肥
の
増
加
に
よ
り
地
力
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
こ
れ
が
穀
物
収
穫
量
の
増
加
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
牧
畜
生
産
は
畜

肉
供
給
を
増
や
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
経
済
史
で
は
農
業
革
命
の
端
緒
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
著
者
は
何
か
勘
違
い
し
て
い
る
よ
う
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
「
転
換
は
ず
っ
と
短
か
っ
た
」（
一
三
二
頁
）
と
い
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

一
八
五
年
と
比
べ
て
も
大
差
な
い
。
転
換
が
短
い
の
は
、
ド
イ
ツ
九
〇
年
、
イ
タ
リ
ア
九
〇
年
、
ソ
連
七
〇
年
な
ど
で
あ
ろ
う
。
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り
良
い
経
済
組
織
に
起
因
す
る
飢
餓
の
減
少
、
社
会
的
・
文
化
的
な
仕
組
み
に
よ
る
乳
幼
児
の
死
亡
率
の
低
下
、
ヒ
ト
の
出
生
抑
制

に
よ
り
、
利
用
可
能
資
源
と
の
調
整
が
実
現
し
、
併
行
的
に
低
下
し
た
死
亡
率
と
出
生
率
と
の
間
に
均
衡
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
死
亡
率
の
低
下
に
寄
与
し
た
の
は
、
大
局
的
に
は
戦
争
に
よ
る
破
壊
、
飢
饉
、
伝
染
病
の
流

行
な
ど
の
頻
度
が
低
下
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
と
く
に
麻
疹
、
猩
紅
熱
、
ジ
フ
テ
リ
ア
な
ど
の
伝
染
病
、
呼
吸
器
系
疾
患
、
腸
疾
患

に
よ
る
死
亡
率
、
別
け
て
も
乳
幼
児
死
亡
率
が
大
き
く
減
じ
た
こ
と
が
見
逃
せ
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
本
章
で
は
な
ぜ
か
割
愛
さ
れ
て
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
口
転
換
を
、
挿
入
的
に
考
え
て
み
る
の
も
よ
い
か

と
思
う
。
表
二
‐
六
に
よ
れ
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
遅
く
と
も
一
七
五
〇
年
に
は
人
口
転
換
を
開
始
し
、
一
八
五
〇
年
に
は
終
了
と
は

断
言
で
き
な
い
が
、
人
口
規
模
が
三
倍
に
な
っ
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
が
死
亡
率
の
低
下
に
あ
る
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
（
八
六
頁
）

の
だ
が
、
死
亡
率
低
下
の
原
因
を
、
国
民
の
栄
養
状
態
の
改
善
に
求
め
た
マ
キ
ュ
ー
ン
説
は
「
批
判
的
吟
味
に
耐
え
る
と
は
言
い
が

た
い
」
と
し
て
退
け
て
（
７
）

い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
幾
た
び
か
死
亡
危
機
に
遭
遇
し
た
が
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
死
亡
率
を
下
げ
続
け
た
。
こ
こ

で
も
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
が
説
明
さ
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
八
世
紀
半
ば
の
平
均
死
亡
率
三
四
‰
が
二
世
紀
後

に
は
一
〇
‰
に
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
は
四
〇
‰
が
一
一
‰
程
度
に
劇
的
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

死
亡
率
の
低
下
は
平
均
寿
命
を
著
し
く
伸
ば
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
そ
れ
は
一
八
七
一
年
の
四
一
歳
か
ら
一
九
五
一
年
の
六
八

歳
に
ま
で
伸
長
し
た
。
こ
こ
で
面
白
い
発
見
は
、
平
均
寿
命
と
経
済
的
要
因
と
の
関
係
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
人
当
た
り
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
実
質
国
内
総
生
産
）
と
平
均
寿
命
は
、
転
換
の
第
一
段
階
で
は
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
衣
食
住
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
人
々
が
、
経
済
発
展
の
恩
恵
に
浴
し
て
そ
れ
な
り
の
衣
服
を
ま
と
い
、
豊
か
に
食
べ
、
衛
生
的
な
家
屋
に
住
み
、
医
療
の
恩
恵
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を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
寿
命
は
伸
び
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
効
果
は
、
前
か
ら
裕
か
で
あ
っ
た
人
々
に
は
効

果
が
薄
い
し
、
ま
た
あ
る
点
を
超
え
る
と
、
財
貨
の
供
給
は
ヒ
ト
の
生
存
に
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

出
生
率
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
初
期
に
は
自
発
的
な
出
産
調
節
が
機
能
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
は
女
性
の
初
婚

年
齢
は
二
〇
歳
代
後
半
と
高
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
初
め
に
出
産
制
限
は
、
結
婚
と
は
独
立
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
避
妊
と
い
う
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
避
妊
に
よ
る
出
産
制
限
は
一
世
紀
を
か
け
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
普
及
し
た
。

こ
れ
と
併
行
し
て
女
性
一
人
当
た
り
の
出
生
数
も
劇
的
に
減
少
し
て
ゆ
く
。
例
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
八
五
〇

年
以
前
の
五
人
が
、
百
年
後
に
は
二
人
に
ま
で
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
本
書
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
を

扱
う
が
、
こ
こ
は
良
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
の
で
割
愛
す
る
。

Ⅳ

第
五
章
「
貧
困
国
の
人
口
」
と
第
六
章
「
将
来
展
望
」
は
、
ま
さ
に
現
代
の
人
口
問
題
で
あ
る
。
第
五
章
で
は
貧
困
国
に
お
け

る
「
人
口
爆
発
」
が
多
く
の
物
差
し
で
語
ら
れ
る
。
改
め
て
そ
の
驚
く
べ
き
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
要
約
的
に
述
べ
れ
ば
、
一
九

（
７
）
こ
の
部
分
に
つ
い
て
補
足
的
に
説
明
を
加
え
れ
ば
、
マ
ッ
ク
オ
ウ
ン
（
最
近
で
は
本
書
表
記
の
「
マ
キ
ュ
ー
ン
」
で
は
な
く
「
マ
ッ
ク

オ
ウ
ン
」
と
記
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
）
が
と
く
に
問
題
と
し
た
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
イ
ル
ズ
に
お
け
る
結
核

死
亡
率
の
低
下
が
な
ぜ
起
き
た
の
か
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
拙
著
を
参
照
せ
よ
。
大
森
弘
喜
『
フ
ラ
ン
ス
公
衆
衛
生

史
』
学
術
出
版
会

二
〇
一
四

一
四
七
頁
以
下
。
産
業
革
命
以
後
一
貫
し
て
死
亡
率
第
一
位
を
記
録
し
た
の
は
結
核
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
本
書
で
は
全
く
言
及
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
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〇
〇
年
に
は
十
億
人
で
あ
っ
た
最
貧
国
の
人
口
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
五
〇
億
に
も
達
し
た
。
そ
の
成
長
率
は
〇
・
六
％
か
ら
一
・

二
％
を
経
て
、
そ
の
後
半
期
に
は
二
・
一
％
に
も
達
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
数
世
紀
を
要
し
た
と
こ
ろ
を
、
僅
か
一
世
紀
足
ら
ず
の

間
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
原
因
が
死
亡
率
の
劇
的
低
下
に
あ
る
こ
と
は
、
今
や
常
識
か
も
知
れ
な
い
。
と
く
に
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
下
が
、
出
生
時
平

均
余
命
の
改
善
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
先
進
国
か
ら
の
技
術
や
知
識
の
移
転
が
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
れ
に
関
連
す
る

改
善
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
私
の
興
味
引
い
た
の
は
、
下
水
処
理
施
設
の
充
足
が
、
乳
幼
児
死
亡
率
を
下
げ
る
の
に
貢
献
し
た
と
い

う
事
実
で
あ
る
。（
図
五
‐
三
）

そ
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
を
著
者
は
語
ら
な
い
が
、
思
う
に
マ
ラ
リ
ヤ
な
ど
水
系
感
染
症
の
予
防
に
効

果
を
上
げ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
発
展
が
平
均
余
命
を
引
き
上
げ
て
い
る
と
は
簡
単
に
は
云
え
な
い
よ
う
だ
。（
図
五
‐
四
）

例
え
ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

同
程
度
の
タ
イ
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
タ
イ
の
方
が
寿
命
が
一
六
年
も
長
い
。
そ
の
理
由
は
、
社
会
に
深
く
根
ざ
し
た
文
化
環
境
、

政
治
文
化
、
女
性
に
対
す
る
価
値
規
範
な
ど
が
介
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
と
く
に
女
性
の
教
育
、
女
性
の
置
か
れ
た

社
会
的
環
境
が
カ
ギ
ら
し
い
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
で
は
か
な
り
の
経
済
発
展
が
あ
っ
て
も
死
亡
率
が
高
い
の
は
、
女
性
の
従

属
的
地
位
や
そ
の
教
育
機
会
が
狭
い
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
頷
け
る
理
由
で
あ
る
。
人
口
戦
略
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
如

く
男
性
で
は
な
く
女
性
だ
か
ら
で
あ
る
。

人
口
激
増
に
出
生
率
は
関
与
し
て
い
な
い
ら
し
い
。
つ
ま
り
多
く
の
最
貧
国
で
は
、
晩
婚
と
高
い
生
涯
未
婚
と
い
う
状
態
は
こ
の

間
変
わ
ら
な
い
し
、
出
生
率
に
も
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
。
最
貧
国
で
出
生
率
が
富
裕
国
ほ
ど
に
は
低
下
し
な
い
理
由
を
著
者
は
、

親
の
子
ど
も
へ
の
期
待
が
大
き
い
か
ら
だ
と
い
う
。
一
つ
は
労
働
力
と
し
て
そ
の
稼
ぎ
を
当
て
に
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
老
後
の
世
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話
を
期
待
す
る
か
ら
だ
と
い
う
。
あ
る
い
は
漠
然
と
、
文
化
や
宗
教
そ
の
他
社
会
に
特
有
な
価
値
規
範
か
ら
、
子
ど
も
は
多
い
方
が

望
ま
し
い
と
考
え
か
ら
だ
ろ
う
と
い
う
。
そ
れ
で
も
近
年
は
一
世
紀
ま
え
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
よ
う
に
、
出
生
制
限
、
具
体
的
に

は
避
妊
が
普
及
し
て
い
る
と
い
う
。
女
性
の
権
利
や
社
会
的
地
位
が
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
た
結
果
ら
し
い
。

本
書
で
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
何
と
い
っ
て
も
イ
ン
ド
と
中
国
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
国
で
最
貧
国
の
人
口
の
実
に
半
分
を
占
め
る
か

ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
一
九
五
〇
年
に
三
億
七
千
万
人
を
数
え
た
人
口
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
十
二
億
三
千
万
人
に
激
増
し
た
。
中

国
は
同
じ
期
間
に
、
五
億
五
千
万
人
か
ら
十
三
億
四
千
万
人
に
な
っ
た
。

著
者
は
人
口
成
長
と
政
府
の
人
口
政
策
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
る
。
両
国
と
も
あ
る
時
期
以
降
は
人
口
抑
制
策
を
採
っ
た
の
だ

が
、
イ
ン
ド
で
は
失
敗
し
、
中
国
で
は
成
功
し
た
と
い
う
の
が
著
者
の
結
論
で
あ
る
。
イ
ン
ド
政
府
は
、
人
口
抑
制
の
た
め
の
家
族

計
画
を
策
定
し
て
住
民
に
遵
守
す
る
よ
う
に
求
め
た
が
、
上
手
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
初
期
に
は
不
妊
手
術
を
義
務
付
け
た
が
、
住
民

の
反
撥
を
買
っ
て
失
敗
し
た
。
次
に
は
州
政
府
が
避
妊
を
教
化
誘
導
せ
ん
と
し
た
が
、
実
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
著
者

は
、
女
性
の
地
位
向
上
や
識
字
率
の
向
上
、
子
ど
も
の
生
存
率
の
改
善
、
貧
困
の
削
減
や
老
後
保
障
な
ど
、
迂
遠
だ
が
多
様
な
方
法

を
用
い
れ
ば
、
女
性
の
晩
婚
化
や
出
生
率
の
低
下
に
繋
が
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
と
云
う
。

そ
れ
で
も
近
年
は
漸
次
出
生
率
が
低
下
し
始
め
た
。
た
だ
今
度
は
新
生
児
に
男
児
の
比
率
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
弊
害
が
現
れ
て
い

る
と
い
う
。
夫
婦
が
選
択
的
人
口
流
産
を
し
て
い
る
結
果
で
、
こ
れ
は
将
来
結
婚
で
き
な
い
男
性
が
増
え
て
望
ま
し
く
な
い
帰
結
に

な
る
だ
ろ
う
と
憂
え
て
い
る
。

中
国
で
は
大
き
な
権
力
を
用
い
て
家
族
計
画
を
国
民
に
飲
ま
せ
た
。
建
国
初
期
の
頃
、
毛
沢
東
は
人
口
は
財
産
で
あ
る
と
し
て
、

人
口
成
長
を
肯
定
し
た
の
だ
が
、
数
年
後
に
は
人
口
抑
制
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
初
期
の
人
口
政
策
の
要
は
避
妊
の
奨
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励
で
あ
っ
た
が
、
折
か
ら
の
「
大
躍
進
」
と
の
絡
み
で
頓
挫
し
た
模
様
で
あ
る
。
そ
の
関
連
が
説
得
的
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
憾

み
が
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
凶
作
と
飢
饉
が
発
生
し
た
。
次
の
計
画
は
、
子
宮
内
器
具
の
導
入
に
よ
る
避
妊
と
結
婚
の
遅
延
奨
励
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
折
か
ら
の
文
化
革
命
で
中
断
し
た
。
そ
こ
で
第
三
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
練
ら
れ
た
。
晩
婚
化
と
出
生
間
隔
の
延
伸

奨
励
に
よ
る
出
生
数
の
引
き
下
げ
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
有
名
な
一
九
七
九
年
以
降
採
ら
れ
た
「
一
人
っ
子
政
策
」
で
あ
る
。

ア
メ
と
ム
チ
に
よ
る
誘
導
は
功
を
奏
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
出
生
率
は
一
・
九
に
ま
で
低
下
し
た
。
現
在
は
幾
分
弾
力
的
に

運
用
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
例
え
ば
、
一
人
っ
子
同
士
が
結
婚
し
た
場
合
は
、
子
ど
も
の
数
は
二
人
ま
で
許
さ
れ
る
と
い
う
具
合
で

あ
る
。
だ
が
近
年
で
は
弊
害
も
生
じ
て
お
り
、
現
在
の
政
策
を
段
階
的
に
廃
止
す
べ
き
と
の
識
者
の
声
も
多
い
ら
し
い
。
そ
の
背
景

に
は
、
前
述
し
た
イ
ン
ド
の
如
く
、
男
女
比
に
偏
り
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
い
わ
ゆ
る
「
少
子
高
齢
化
」
が
急
速
に
進
行
し
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
大
局
的
に
は
中
国
の
人
口
政
策
は
成
功
し
た
と
見
て
い
る
。

こ
の
章
の
最
後
の
部
分
は
、
フ
ァ
テ
ィ
リ
ア
と
ス
テ
リ
ア
と
題
さ
れ
て
、
再
び
人
口
成
長
と
経
済
発
展
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
の

だ
が
、
こ
れ
は
第
三
章
と
重
複
す
る
内
容
で
あ
り
割
愛
す
る
。
結
論
的
に
云
う
な
ら
、「
両
者
を
つ
な
ぐ
相
関
や
因
果
関
係
は
複
雑

で
、
単
純
な
理
論
的
枠
組
み
で
は
処
理
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
の
が
実
相
ら
し
い
。

最
後
の
第
六
章
は
将
来
展
望
で
あ
る
。
現
在
の
デ
ー
タ
を
基
に
今
か
ら
数
十
年
先
の
世
界
の
人
口
予
測
が
な
さ
れ
る
。
二
〇
五
〇

年
に
は
凡
そ
九
三
億
人
、
二
一
〇
〇
年
に
は
百
一
億
人
と
予
測
さ
れ
る
が
、
地
理
上
の
人
口
構
成
が
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
は
大
き
く
後
退
し
、
代
わ
っ
て
イ
ン
ド
と
中
国
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
が
抬
頭
す
る
。

こ
う
し
た
人
口
規
模
の
未
曽
有
の
拡
大
と
そ
の
構
成
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
悲
観
論
と
楽
観
論
が
交
錯
す
る
。
悲
観
論
は
、
土
地

・
水
・
大
気
、
天
然
資
源
な
ど
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
成
長
の
制
約
と
な
る
。
ま
た
工
業
化
あ
る
い
は
開
発
な
ど
に
よ
る
生
態
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系
の
破
壊
が
す
す
み
、
食
糧
生
産
に
収
穫
逓
減
の
法
則
が
は
た
ら
き
、
生
活
水
準
の
低
下
と
集
団
及
び
国
家
間
の
争
い
が
避
け
ら
れ

ぬ
だ
ろ
う
と
、
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
る
。
楽
観
論
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
天
然
資
源
、
食
糧
が
仮
に
不
足
し
て
も
、
市
場
原
理
が

は
た
ら
き
、
価
格
が
上
昇
し
、
他
方
で
技
術
革
新
が
刺
戟
さ
れ
、
資
源
の
代
替
が
す
す
む
だ
ろ
う
と
み
る
。

だ
が
著
者
は
概
し
て
悲
観
論
に
与
し
て
い
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
人
口
規
模
の
逆
転
が
国
家
間
の
関
係
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
リ
オ
・
ブ
ラ
ン
デ
河
の
北
と
南
の
人
口
規
模
の
比
率
は
、
一
九
五
〇
年
が
四
・
六
対
一
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
五
〇
年
に
は
二
・
一
対
一
に
な
る
。
ま
た
地
中
海
の
北
と
南
で
も
、
同
じ
期
間
の
比
率
は
二
・
一
対
一
か
ら
〇
・
四
対
一
へ
と

逆
転
す
る
と
い
う
。「
こ
れ
で
何
も
起
こ
ら
な
い
訳
が
な
か
ろ
う
」（
二
四
二
頁
）
と
著
者
は
憂
う
。

南
北
格
差
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
人
々
は
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
。
そ
の
波
は
す
で
に
二
〇
世
紀
半
ば
に
開
始
さ
れ
た
が
、
二

一
世
紀
に
は
未
曽
有
の
規
模
で
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
に
二
一
世
紀
の
最
初
の
十
年
間
で
は
、
年
間
平
均
三
千
四
百
万
人

が
、
南
の
貧
困
国
か
ら
北
の
富
裕
国
へ
と
移
動
し
て
い
る
。
富
裕
国
は
、
そ
の
人
口
再
生
に
こ
の
「
社
会
的
再
生
」
つ
ま
り
移
入
民

に
か
な
り
の
程
度
依
存
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
社
会
的
軋
轢
を
生
ん
で
い
る
こ
と
は
今
や
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
移
民
や
難
民

に
好
意
的
な
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
も
、
排
外
主
義
的
な
政
党
や
運
動
が
起
き
て
い
る
し
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
、
ア
メ
リ

カ
の
共
和
党
大
統
領
候
補
ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
メ
キ
シ
コ
政
府
の
負
担
で
高
い
壁
を
造
ろ
う
と
声
高
に
叫
ん
で

喝
采
を
浴
び
て
い
る
。
貧
困
国
の
人
口
圧
力
が
移
動
圧
力
を
生
み
、
コ
ッ
プ
の
水
が
溢
れ
出
る
か
の
よ
う
に
富
裕
国
に
流
れ
込
ん
で

い
る
。
富
裕
国
は
や
が
て
移
民
に
呑
舟
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
か
ら
移
民
を
拒
否
し
始
め
て
い
る
。
富
裕
国
の
心
配
は
決

し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
マ
ク
ニ
ー
ル
が
「
疾
病
交
換
」
と
呼
ん
だ
事
態
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
熱
帯
雨
林
に
潜
ん

で
い
た
病
原
菌
が
、
ヒ
ト
の
移
動
と
と
も
に
全
世
界
に
拡
散
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
ジ
カ
熱
、
デ
ン
グ
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熱
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
本
章
で
は
エ
イ
ズ
の
拡
散
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
憂
う
べ
き
事
態
は
、
我
が
国
で
も
急
速
に
進
ん
で
い
る
、
富
裕
国
に
お
け
る
老
齢
化
の
問
題
で
あ
る
。
平
均
寿
命
の

伸
長
に
幾
つ
か
の
要
因
が
複
合
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
疾
病
予
防
な
ど
の
知
識
の
普
及
と
、
保
健
医
療
な

ど
の
充
実
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
先
進
医
療
技
術
の
利
用
に
は
、
財
政
的
出
費
が
か
さ
む
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
経
済
の
持
続
的
成
長
が
必
要
な
の
だ
が
、
果
た
し
て
今
後
も
そ
れ
は
可
能
な
の
か
。
我
が
国
の
現
状
を
顧

み
る
だ
け
で
も
そ
の
難
し
さ
が
思
い
し
れ
る
。

さ
て
最
後
に
地
球
の
「
収
容
力
」
に
は
限
界
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
議
論
は

す
で
に
三
世
紀
も
の
歴
史
が
あ
る
と
い
う
。
近
年
の
研
究
に
限
っ
た
だ
け
で
も
、
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
、
コ
リ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
、
ロ
ジ
ャ

ー
・
レ
ヴ
ェ
ル
、
ジ
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
コ
ー
エ
ン
の
研
究
が
あ
り
、
そ
の
手
法
も
様
々
だ
か
ら
当
然
と
は
い
え
、
限
界
人
口
の
見
積

も
り
も
、
千
億
か
ら
七
十
五
億
人
ま
で
種
々
で
あ
る
。

そ
こ
で
著
者
は
、「
忍
び
寄
る
限
界
」と
し
て
、
そ
の
背
景
要
因
を
人
口
と
環
境
の
関
係
か
ら
四
点
に
要
約
し
て
考
察
し
て
い
る
。

こ
れ
は
示
唆
に
富
む
の
で
ご
く
簡
潔
に
纏
め
よ
う
。
一
は
、
再
生
不
能
資
源
と
食
糧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
源
消
費
は
富
裕
国
で
は

安
定
し
て
い
る
が
、
貧
困
国
で
は
今
後
も
激
増
す
る
の
で
、
持
続
可
能
と
は
云
え
な
い
。
二
は
、
農
業
と
食
糧
需
要
だ
が
、
収
穫
逓

減
を
打
破
す
る
に
は
遺
伝
子
工
学
に
よ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
環
境
や
ヒ
ト
へ
の
マ
イ

ナ
ス
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
政
治
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
容
易
に
合
意
形
成
は
で
き
な
い
。
現
に
貧
困
国
で
は
栄
養
失
調
の
状

態
を
脱
し
切
れ
て
い
な
い
。

第
三
は
、
そ
れ
と
の
関
連
で
自
然
環
境
の
破
壊
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
森
林
の
破
壊
は
論
議
の
的
と
な
っ
て
い
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る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
人
口
圧
力
に
よ
る
開
墾
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
貧
困
国
に
お
け
る
大
都
市
の
形
成
は
、
環
境
に
負
荷
を

か
け
て
い
る
。
第
四
は
、
人
口
成
長
と
気
候
変
動
と
く
に
大
気
汚
染
の
関
係
で
あ
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
伴
う
温
暖
化
は
、

自
然
環
境
に
影
響
を
与
え
始
め
た
。
大
雨
と
洪
水
、
低
緯
度
地
域
で
の
旱
魃
化
、
病
原
体
の
地
理
的
分
布
の
拡
散
な
ど
は
、
ヒ
ト
の

生
存
に
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
。

本
書
の
結
論
と
し
て
著
者
は
云
う
。
人
類
は
今
新
た
な
歴
史
的
局
面
に
入
り
つ
つ
あ
る
、
人
口
成
長
が
規
模
の
経
済
を
生
ま
な
く

な
り
、
逆
に
多
大
な
不
経
済
を
も
た
ら
し
始
め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
口
抑
制
が
正
当
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
数
値

計
算
の
問
題
で
は
な
く
、
価
値
観
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
。
こ
れ
は
首
肯
さ
る
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

（
二
〇
一
六
年
八
月
九
日

脱
稿
）

（
東
洋
経
済
新
報
社

二
〇
一
四
年

xvi
＋
三
〇
一
頁

二
八
〇
〇
円
＋
税
）
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